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1. はじめに 

交流モータ（同期モータや誘導モータ）の原理

上，回転磁界は重要な概念であるが，初学者が理

解することは容易ではない。特に極数が増えると

回転磁界の様相はより複雑になり，回転速度が極

数に反比例することを理解させることは難しい。

また，市販の交流モータは回転速度が速く，原理

を理解させる教材には不向きである。そこで交流

モータの原理の理解に役立つ教材を開発する。 

2. 教材の開発 

最初に，回転磁界を図解した動画を開発した。

図 1(a)に 4極の一例を示す。動画により，コイル

に流れる三相交流が 1サイクルすると回転磁界が

半回転する様子がわかる。コイルに発生した交番

磁界が合成して回転磁界になることも理解できる。 

次に，回転磁界によって回転子が回転する様子

を観察できる実験教材（同期モータ）を開発した。

図 1(b)にその外観を，図 2 に回路図 1)を示す。極

数による違いを理解するため，2 極と 4 極の二種

類を製作し並列に接続した。回転子に磁化させた

ステンレス板（厚み 0.1 mm）を用いた。120°通電

の矩形波で駆動 1, 2)する三相インバータでコイル

に三相交流を流して回転磁界を発生させる。初速

を与えると回転子も同速度で回転する。周波数 f，

極数 pとすると回転速度 nは式(1)で表される。 

                           𝑛 =  
2𝑓

𝑝
 [rps]                            (1) 

周波数fは3～6 Hzの間で4段階に切替えられる。 

3. 実験教材（同期モータ）の性能検証 

回転している動画を撮影し，何秒で 1回転して

いるかをコマ数から求め，周波数 f と回転速度 n

の関係を明らかにする。図3に結果を示す。式(1)

の理論値と概ね一致している。誤差の原因として，

動画のコマ数が 30 fps であり，1回転に要した時

間を正確に読み取れないためと考えられる。 

4. まとめと課題 

 交流モータの回転磁界を理解するための教材を

開発した。今後は電気機器を学ぶ学生を対象に本

教材を用いた授業を実践し，教育効果を検証する。 
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(a) 回転磁界の図解（4 極）   (b) 実験教材（同期モータ） 

図 1 回転磁界を理解するための教材 

 

図 2 実験教材（同期モータ）の回路図 

図 3 周波数に対する回転速度特性 
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